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「女性であることで教育を受ける機会もなく、人前で話すことすらできずにいた。

でも今の私は自分に誇りを持って、同じ志をもつ仲間とともに果たしている役割を、

こうやってみんなの前で話すこともできるようになった。

REALsが私を差別することなく、平和の担い手として選び育成してくれたから。」

南スーダン・マンガテン国内避難民キャンプの女性



私がREALs（旧：日本紛争予防センター）の代表を務めるようになり16年。REALsがアフ

リカで争い予防をはじめるきっかけになったのは、紛争でがれきと焼け焦げた家々が残され

たスラムの若者たちでした。「民族が違うだけで争い合う友人たちを止められなかった。」

うなだれつつも、コミュニティのためにがれきの撤去をせっせとしていた若者たちに、希望

を感じたのでした。

彼ら・彼女らに争い・テロ予防や共存の能力強化を行い、15年。今では育成した若者たち

自らコミュニティの争いやテロの予防・解決を担う団体をいくつも設立しています。その後

学位を取り専門家となり、ケニアのテレビ番組で子どもに平和を伝える番組に出演する女性

も。若者評議員として選出された人もいる。次世代の子どもたちの平和のためのロールモデ

ルが多く生まれています。

「砂漠に水をまくような仕事をしている」と言われることもある。でも、そこにいるのは

砂ではなく、私たちと同じく確実に個々の尊厳と希望をもった人です。そして私たちがとも

に踏み出す最初の一歩が、世代や地域を超えた波及効果を生みます。それをいかにより日本

含めた世界に広げていくかを日々考えつつ、皆様にこの1年の活動をお届けします。

REALs理事長 瀬谷ルミ子
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私は14歳のときに結婚しました。夫の暴力が始まったのは国内避難民キャンプに移り住んでからです。

住む土地を追われ、劣悪な生活環境や失業で増大した夫のストレスが、暴力や罵倒になって私に襲い掛

かってきました。

とうとうある日、口論の果てに私は家を出て夫と離婚しました。夫は再婚し、私の子どもたちは夫と

相手の女性と暮らすことになりました。私は生きる意味を失ってしまい、自殺を考えるようになりまし

た。そんなときREALs の支援を知りました。

REALsのカウンセリングを通じ、私は辛い記憶との向き合い方を知り、実践することで徐々に前向き

になれるようになりました。その後子どもたちも自分の元に呼び寄せることができ、今では将来はもっ

と人生は良くなるだろうという希望を感じながら子どもたちを育てることができています。 

REALsのジェンダーに根差した暴力の予防・啓発セッションにも参加しました。児童婚や低年齢での

結婚により身体や心が受ける危険性を知り、自分にも結婚する前に教えてくれる人がいたらよかったの

に、と感じました。

だから今では、セッションで学んだジェンダーに根差した暴力や児童婚の危険性や影響、対処法など

について、私から周りの少女たちに伝えています。

国内避難民の女性、20代



私はシリアで両親と2人の兄弟と一緒に暮らしていました。父親は自動車関係の仕事に就いており、経済的

にも安定した仲の良い家族でした。しかし2013年のある日、近隣の街が戦闘で多くの犠牲者を生んだことで、

私たちは急遽シリアを離れることになりました。父親はひとり、シリアに残って仕事を続けました。

一家はその5年後の2018年、ようやく父がトルコに来ることで再会できました。16歳になった私と兄弟は、

トルコ語を学びながら父親を助けて働きましたが、トルコでの滞在に問題が生じました。パスポートの更新

費用を捻出できず、滞在許可証が失効したのです。私たち一家の滞在は違法となり、強制送還の危機にさら

されました。

解決策を懸命に探すなか、REALsの法律相談を訪れました。REALsの弁護士から手続きや書類について説

明を受け、トルコ語が必要となる申請に同行するサポートも受けました。結果、私たちは無事に難民のため

の人道的滞在許可を取得し、家族とともに生活を続けられるようになりました。

シリアからトルコに避難し、REALsの法律相談を受けたアブドゥルさん

シリアでは夫と子どもたち、兄弟と一緒に暮らしていました。

住んでいた街に激しい爆撃が続いたので、2013年に家族でトル

コに逃げてきました。家も仕事も失いましたが、とにかく安全

が最優先だったのです。 

厳しい避難生活のなかで2020年に夫が心臓病で亡くなり状況は

さらに悪化しました。必死に働きましたが、一人で子どもたち

を養う重責で不安でした。

そんなときREALsを知って、食料や生活物資を支援してもらいました。心理カウンセリングも繰り返し受

けることができました。今も責任の重さや大変さは感じますが、孤独で最も苦しい時に支援を受けることが

できたおかげで、今では自分で働いて家族を食べさせていけることがうれしいと感じられる毎日を送ること

ができています。

REALsの心のケアと生活支援を受けたシリア・アレッポ出身の女性



私は激震地のハタイ県でなんとか生き残ることができました。家にひびが入りましたが、完全に崩れな

かったおかげです。ただ、両親は崩れた階段の下敷きになって亡くなりました。私たちは助かり、夫ととも

にメルスィン県に避難しましたが、家族を失ったことで今もショックと深い悲しみのなかにいます。

日本からの支援に感謝を伝えたいです。支援に参加し、シリ

アの人々や被災者に寄り添ってくれたすべての方に感謝してい

ます。本当に愛のある行動です。日本とシリアは遠く離れてい

るけれど、私たちの間に兄弟を思うような愛があることを皆さ

んが示してくれました。地震によるひどい状況のなかでも、人

生には良いことがあると知りました。あなたや、あなたのよう

に行動する人たちに、神様のご加護がありますように。

シリア北西部で被災し、REALsの緊急支援を受け取ったフレイジさん

また、生きていくために必要なものが手に入らないことも

追い打ちをかけていました。

そんななか、支援物資を受け取りました。私たちに物資を

届けるために尽力してくれたすべての人に心から感謝してい

ます。どうしても必要なものでした。日本の皆さん、思いや

りをありがとうございます 。

ハタイ県で被災しメルスィン県に避難した女性

⚫

⚫

⚫



私は国際機関で働いていたこと、そして出身民族を理由に、タリバン政府のもと逮捕や処刑の危険にさら

されていました。

2021年8月に首都カブールが陥落したとき私はちょうど婚約したばかりで、彼女と人生を歩んでいこうと

考えた矢先でした。タリバンの侵攻で私の希望はすべて打ち砕かれました。私は2001年以前の旧タリバン政

権時代の彼らが何をしていたか知っています。自分や家族がどうなってしまうのか、怖くて、不安で、どう

しようもありませんでした。 2回逮捕されかけましたが、ぎりぎりのところで幸運にも逃れることができま

した。いつ自分の命が終わるのか、時限爆弾が爆発するのに怯えるような毎日でした。

日本への退避が決まったときは、とても嬉しかったです。平和な場所でまた人生を送れるという、未来へ

の希望を持つことができました。それでも実際の渡航までの数カ月間は気持ちの浮き沈みが激しく、日本に

入国するまでは自分が安全な場所に退避できるなんて信じられませんでした。カブール陥落で私の生活は一

変して、最悪の事態も覚悟していたのです。

私の人生で最高の瞬間は、安全が確保されて、人生の目標に向かって努力できる見通しが立ったときです。

REALsの支援により退避したときは、何よりも感謝の気持ちでいっぱいでした。同時に、その時点では妻を

アフガニスタンに残さざるをえなかったことがとても心配でした。しかし、REALsの支援により妻もその後

2022年9月に退避することができ、いまは日本で一緒に暮らしています。女性がひとりで長い距離を移動す

ることは今のアフガニスタンでは禁止されており、彼女がアフガニスタンから日本に無事に到着することは、

REALsの助けなしでは不可能でした。この退避を実現してくれたことに心から感謝しています。

アフガニスタンから日本に退避した男性

私には５人の子どもがいますが、2021年の政権交代で他の多くの人々と同様に仕事を失い、それからは収入

もなく、育ち盛りのこどもたちに十分に食べさせることができませんでした。食事はひとかけらのパンと紅

茶を確保するのがやっと。ごくたまに少しのじゃがいもを出せるだけの状況でした。REALsの食料配布で栄

養のある食料をいただいて、子どもたちは元気と健康を取り戻しています。子どもたちのために料理を作る

ことができ、私たち家族はとても幸せです。

食料を受け取ったニロファさん

父親がかつてアフガニスタンの日本大使館や国連で働いていたために家族全員

が脅迫を受け、REALsの支援でトルコに退避した家族。

2月6日の地震を受けて安否確認をしたところ「いま息子は自分たちを受け入れ

てくれたトルコの人々のために震災支援ボランティアを始めた」と写真を送っ

てくれました。

アフガニスタンからトルコに退避した家族



モニカはある晩、避難民キャンプの近所の家に見慣れない人々が頻繁に集まるようになったことに気付き

ました。深夜の時間帯はその家から話し声が聞こえるのに、日中は誰もいません。モニカは1週間程度様子を

観察したあと、 REALs の研修で学んだ問題の予兆が複数当てはまると判断し、同じく争い予防のしくみを担

うキャンプの指導者を通じて警察と連携しました。その結果、その家にはドラッグの売買や偽札の印刷を行

う集団の新たな拠点となっていたことがわかり、逮捕につながりました。モニカの早期警戒・早期対応のス

キルを活用したことにより、子どもたちや若者含むキャンプの住民が犯罪から守られました。



以前は用を足すのも身体を洗うのも大変でした。やむを得

ず野外で排泄したり、他の人に見られないように日が暮れて

から身体を洗ったりしていました。外で用を足すときは近所

の人と一緒に行っていました。ギャンググループにレイプさ

れる恐れがあるからです。暗いなか移動していて、ライト替

わりにした携帯をギャングにひったくられた人もいました。

REALsの研修を受けコミュニティで活動するメアリーは、避難民キャンプの18歳の少女が落ち込んで

いることに気付き声をかけました。少女は、父親が家計が苦しいことを理由に自分には学校をやめさせ

て、男の兄弟だけ教育することにした、と話しました。少女は父親の決定に傷つき、自殺まで考えてい

ました。

メアリーは少女にカウンセリングを行うとともに、学んだカウンセリング手法を生かし、父親とも押

しつけにならないよう配慮し対話を重ねました。かたくなだった父親も、少女含めた対話を通じて徐々

に自分の決定を後悔するようになり、性別に関係なく子どもたちを平等に扱うと約束しました。前向き

に解決策を話し合うなかで、教育支援を受ける方法について家族は自主的に調べるようになり、結果と

して少女は奨学金を受け学校を続けられることになりました。

トイレ棟が修理され夜でも周囲を照らす安全灯が設置されてからは、安心してトイレやシャワーを使うこ

とができています。この地域では夜に灯りがある場所は限られているので、避難民キャンプや近隣の子ども

や学生が集まってきて、安全灯のもとで勉強するようにもなりました。

マンガテン国内避難民キャンプで暮らす女性（28歳）
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